
「

朝
一
番
早
い
の

は
新
聞
の
配
達･

･
･

」
な

ん
て
歌
を
、
子
供
が
小
さ

い
頃
に
歌
っ
た
記
憶
が
あ

る
。
雪
国
で
一
番
の
早
起

き
は
除
雪
車
だ
。
一
晩
に

降
り
積
も
っ
た
雪
を
道
路

か
ら
除
け
な
い
と
、
新
聞

配
達
も
出
来
な
い
。
大
雪

の
朝
は
暗
い
う
ち
か
ら
出

動
だ
。

大
き
な
重
機
が
な
か
っ

た
頃
は
、
ど
う
し
た
の
だ

ろ
う
か
？

か
ん
じ
き
を
つ
け
て
道

を
歩
く
し
か
無
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
昔
の
人
の
苦

労
が
偲
ば
れ
る
。

小
谷
村
の
予
算
を
見
る

と
道
路
除
雪
事
業
に
二
億

四
千
万
円
。
国
道
や
県
道

は
国
や
県
が
除
雪
す
る
の

だ
ろ
う
が
、
村
の
年
間
予

算
五
六
億
円
か
ら
考
え
る

と
大
変
な
額
だ
。
国
か
ら

の
補
助
は
あ
る
筈
だ
が
、

そ
れ
を
潤
沢
に
し
て
村
の

隅
々
ま
で
交
通
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
過
疎

化
の
最
大
の
対
策
と
思
う
。
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除

雪

車

活

躍
長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
千
国

二
〇
一
九
年
二
月

景
気
回
復
に
つ
い
て
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査(

２
月

13
日
報
道)

で｢

景
気
回
復

を
実
感
し
て
い
る
の
が
８

％
で
、
66
％
は
実
感
し
て

い
な
い｣
と
あ
っ
た
。
一

部
の
大
金
持
ち
が｢

景
気

回
復
を
実
感｣
し
て
い
る

が
、
庶
民
は
ふ
と
こ
ろ
が

寂
し
く
将
来
に
不
安
。

対
象
変
え
て
統
計
操
作

ネ
ッ
ト
上
に
は
「
厚
生

労
働
省
『
毎
月
勤
労
統
計
』

調
査
不
正
は
安
倍
晋
三
首

相
へ
の
忖
度
か
、
二
〇
一

八
年
に
『
上
方
修
正
』
も
」

な
ん
て
タ
イ
ト
ル
が
出
て

い
る
。
ア
ベ
に
媚
び
て
統

計
を
取
る
対
象
を
入
れ
替

え
て
賃
金
が
上
が
っ
た
事

に
し
た
の
で
は
？

忖
度
ば
か
り

森
友
の
地
中
の
ゴ
ミ
問

題
、
今
治
を
国
家
戦
略
特

区
に
し
た
加
計
問
題
、
今

回
の
統
計
不
正
。
ど
れ
に

も
忖
度
が
見
え
隠
れ
す
る
。

極
め
つ
け
は
、
消
費
税

増
税
。
物
、
場
所
、
買
い

方
で
税
率
は
５
段
階
。
還

元
ポ
イ
ン
ト
も
色
々
。
コ

ン
ビ
ニ
で
も
チ
ェ
ー
ン
の

直
営
店
と
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
で
還
元
ポ
イ
ン
ト
が

違
う
。
政
権
内
で
あ
れ
に

ポ
イ
ン
ト
を
、
こ
れ
に･

･

･

と
云
う
の
を
忖
度
し
た

結
果
か
？

カ
ー
ド
で
払
え
ば
ポ
イ

ン
ト
が
付
く
か
ら
、
カ
ー

ド
利
用
が
広
ま
る
。
増
税

後
９
ヶ
月
は
カ
ー
ド
会
社

の
ピ
ン
ハ
ネ(

手
数
料)
制

限
は
３･

75
％
だ
が
、
そ

の
後
は
上
げ
ら
れ
る
。
カ
ー

ド
会
社
と
ア
ベ
の
密
約
を

疑
い
た
く
な
る
。

一
昔
前
の
官
僚
な
ら

｢

こ
ん
な
事
は
出
来
ま
せ

ん
。
ポ
イ
ン
ト
還
元
は
大

混
乱｣

と
云
っ
た
の
で
は

な
い
か
？
「
忖
度
官
僚｣

で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
大
混

乱
発
生
器
に
な
る
の
で
は
？

あ ら ゆ る 所 に 忖 度 ・ ・ ・ ？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


